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227　　　 妊娠 22・23・24・25週 で 出生 した超未熟

児 の 周産期予 後

一生存限界 の 改善 と これか らの周産期管理
一
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［目的］超末 熟児 の 周 産期予後の 改善は産科 医 の

方針決定 に 大 きな影響を与 え る 。 最近 の 報告 に お

い て も妊娠25週以下 の 予後は決 し て 満足すべ きも

の で は な い 。そ こ で 本研 究 に お い て は現在 の 生 存

限界、生 育限界 を見極めるた め、妊娠 25週以下 の

周産 期予後を検討 し た 。

［方法］対象は 1981年 10月 か ら199．　4年 7月 ま で に

当科 にて周産期 管理 しえた妊娠 25週以 下 の 母体 、

新生児と した 。 ただ し、人 工 妊娠 中絶症例、奇形、

死 産は 除外 し た。妊娠22週は 11妊娠 （要胎1例）で

14児、妊娠23週 は 43妊娠 （双胎 4例、一児死亡 1例）

で 46児、妊娠24週 は 74妊娠 （双胎 9例、品胎1例 、
．．一
児死 亡 1例）で 84児、妊娠 25週 は 89妊娠 （双胎 8例、

品胎 1例、
一

児 死亡2例）で 97児で あ り、計 217妊娠 、

241児で あ っ た。

匚成績］出生体重 は 312gか ら990gで あ り、生存児

の 最小出生体重は400g で あ っ た。帝王切 開は妊娠

22週 ：O％、妊娠 23週 ：16．3％、妊娠 24週 ：43．2％、妊

娠25週 ：57．3％で あっ た。生存率は妊娠 22週 ：2／14

（14，3％）、 妊娠 23週 ：21／46（45．7％）、 妊娠 24週 ：58／

84（69．O％）、妊娠 25週 ：74／97（76．・3％）で あ っ た。さ

らに、最近 2年間で の 生存率は妊娠22週 ：0／2 （0％）、

妊娠 23週 ：7／l！（63．6％）、妊娠 24週 ：13／15（86，7％）、

妊娠 25週 ：17／17（100％）と上昇 して い る。妊娠 週数

別 に 生存率 と分娩年度を単回 帰 し て み る と娃娠 25

週 ：r＝ O．948 、妊娠 24週 ：r ＝ O．　716 の 有意な回帰式が

得 られ た 。 生存を 目的変数と し て判別分析を行な

うと、分娩年度、分娩週数が 有意な因子 で あ っ た

が 、出生体重は 有意な因子 で は な か っ た。

［結論］   生存率 に有意な関連性 があ っ た の は分

娩年度、分娩週数 で あ っ た。  妊娠 24週 以 上 は積

極 的な周産期管理 が望 ま し い こ とが示 唆された。

［目的］従来 よ り胎児ス トレ ス環境におけ るカ テ

コ ラ ミ ン（CA）の 関与が注目されて い る 。

一
方 、 低

酸素環境下 よ り生 まれ て きた新生児髄液中に 抑制

性神経伝達物質で あるGABAが 上昇する こ とが知 ら

れ て い る。 しか し、中枢神経系以外で の GABAの 動

態 につ い ては不明 な点が多い 。今回、羊水中GABA

濃度を測定 し、 更に胎児仮死例におけるG佃 AとCA

の 関係に つ い て 検討 した 。 　［方法］対象 ：ハ イ リ

ス ク妊娠管理 中に胎児仮死の 診断で帝王切 開術 を

施行 したFD群 （6例 ，妊娠32−41週 ）と選択帝切例

（CS群 ，
11例 ， 妊娠37−40週）で ある。羊水は帝切時

に採取 し、過 塩素酸処理後一20℃ に て保存 した 。 測

定 ：GABAは 陽イ オ ン交換樹脂カ ラ ム を用 い た高速

液体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー（HPLC）にて分 離後、　 o−

phthalaldehydeに て 誘導体化 し蛍光強度を測定 し

た 。 norepinephrine （NE）、　 epinephrine （E）は di−

hydroxybenzylamineを内部標準 として
18C 一

逆相系

カ ラ ム を用 い HPLCで 分 離後 、 電気化 学検出器を用

い て測定 した 。 ［成績］  FD群の 羊水 中GABAue度

は 62．9±22．8ng／皿1で あ りCS群の 46．1±13．5  ／ml に

比 し有意（p＜0．05）な高値を示 した。   FD群の 羊水

中NE、　E濃度はそれ ぞれ 3．0±1．8、1．7±1．1  ／ml で

あ り、 CS群0．5±0．2、 0．8±0．3  ／m1 に比 し有意 （p＜

0．01）な高値 を示 した 。   羊水中の GmSA濃度は NE、

E濃度 とそれぞれ有意な正 の相関（NE；r ＝ O．509，p〈

0．05， E；r； O．627，p〈0．01＞を示 した 。 　［結論］

GABAは CAと向様に羊水中に高濃度に存在 し、さら

に胎児仮死例で 有意な高値 を示 した。 羊水 中GABA

濃度は NE、　 E濃度と正 の 相関 を有する こ とが初めて

示 され た 。 こ の こ とよ り、ス トレ ス環境におけ る

胎児自律神経 系機能調節にGABAが重要な役割を果

た して い る事が推察され た。
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